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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

％
だ
っ
た
。
開
業
医
の
６
割

が
負
担
に
感
じ
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

負
担
と
な
っ
て
い
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
診
療

報
酬
が
低
く
長
時
間
労
働
せ

ざ
る
を
得
な
い
」（
26
％
）

と
「
診
療
以
外
の
業
務
の
煩

雑
さ
」（
25

％
）
で
５
割

を
占
め
た
。

低
歯
科
医
療

費
政
策
だ
け

で
な
く
、
カ

ル
テ
記
載
の

複
雑
化
や
患

者
提
供
文
書

の
作
成
な
ど

近
年
の
診
療
報
酬
改
定
の
影

響
も
見
過
ご
せ
な
く
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
他
の
理
由
で
は
、

「
人
手
不
足
」（
17
％
）、

「
従
業
員
管
理
」（
11
％
）、

「
ロ
ー
ン
返
済
の
た
め
長
時

間
労
働
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

（
９
％
）
と
続
く
。

　

意
見
欄
で
は
、「
８
時
間

を
超
え
る
重
労
働
が
多
い
。

こ
れ
で
は
人
様
の
健
康
を
語

れ
な
い
」（
60
代
）、「
時
間

が
足
り
ず
ゆ
っ
く
り
寝
た

い
」（
40
代
）
な
ど
切
実
な

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
労
働
時

間
に
見
合
っ
た
診
療
報
酬
と

な
る
よ
う
保
険
点
数
の
抜
本

的
な
引
き
上
げ
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

（
つ
づ
く
）

　

開
業
医
は
現
在
の
労
働
時

間
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
か
な
り
過
重
」
が

18
％
、「
や
や
過
重
」
が
41

％
を
占
め
た
一
方
、「
適
切
」

は
35
％
、「
少
な
い
」
は
５

11 

月　

度

生
涯
研
抄
録

日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

山
本
信
一
氏
（
宝
塚
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

根
管
治
療
を
成
功
に
導
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
（
感
染

根
管
治
療
編
）

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
27
日
（
日
）
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

す
ぐ
に
取
り
組
め
る
口
腔
粘
膜
疾
患
の
診
断
と
治
療

手
技

南
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

村
上
秀
明
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
科

放
射
線
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
上
記
に
抄
録
を
掲
載

歯
科
・
口
腔
領
域
で
の
放
射
線
の
有
効
利
用
〜
画
像

診
断
と
放
射
線
治
療
の
最
前
線

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

上
田
豊
氏
（
大
阪
大
学
産
婦
人
科
講
師
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

産
婦
人
科
が
伝
え
た
い
子
宮
頸
が
ん
の
話
―
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
最
近
の
話
題

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

西
真
紀
子
氏
（
最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病
予
防
を

要
求
す
る
会
理
事
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
欧
の
予
防
歯
科
（
仮
題
）

北
河
内
地
区
講
習
会

法
律　

11
月
11
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

11
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

11
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

村上秀明氏（大阪大学大学院歯学研究科歯科放射線学教室教授）

歯科・口腔領域での放射線の有効利用
～画像診断と放射線治療の最前線～

　

政
策
部
は
８
月
25
日
に

「
消
費
税
の
カ
ラ
ク
リ
」を
テ

ー
マ
に
斎
藤
貴
男
氏
（
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）
を
招
き
サ
マ

ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

社
会
保
障
拡
充
の
嘘

　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を

名
目
に
消
費
税
が
導
入
さ
れ

た
の
は
１
９
８
９
年
。
そ
の

後
も
社
会
保
障
の
拡
充
を
謳

い
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
こ
の
10
月
、
つ
い
に

税
率
は
10
％
に
。
社
会
保
障

の
拡
充
は
ど
こ
に
い
っ
た
の

か
。

　

そ
も
そ
も
社
会
保
障
費
の

削
減
は
、
03
年
に
可
決
さ
れ

た
「
社
会
保
障
制
度
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
」
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
既
定
路
線
だ
。
政

府
は
今
回
の
増
税
の
大
義
名

分
を
「
全
世
代
型
社
会
保

障
」
と
し
て
い
る
が
欺
瞞
に

他
な
ら
な
い
。

　

〝
消
費
税
は
社
会
保
障

へ
〞
と
い
う
政
府
の
宣
伝
と

は
裏
腹
に
、
大
企
業
と
富
裕

層
へ
の
減
税
に
充
て
ら
れ
て

き
た
の
が
実
態
だ
。
法
人
税

の
基
本
税
率
は
88
年
度
に
は

42
％
だ
っ
た
が
、
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
は
減
税
を

繰
り
返
し
、
現
在
は
23
・
２

％
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
税
収
全
体
に
占
め
る
割

合
を
比
較
す
る
と
消
費
税
と

法
人
税
は
反
比
例
し
て
い

る
。
ま
た
、
所
得
税
の
累
進

性
も
緩
め
ら
れ
て
き
た
。
所

得
税
の
最
高
税
率
の
推
移
を

見
る
と
87
年
に
は
60
％
だ
っ

た
が
99
年
に
は
37
％
ま
で
下

が
っ
て
い
る
。

転
嫁
で
き
ぬ
税

　

消
費
税
の
問
題
は
使
用
目

的
だ
け
で
は
な
い
。
消
費
税

は
、
弱
者
に
負
担
を
強
い
る

い
び
つ
な
構
造
に
あ
る
と
い

う
点
だ
。

　

消
費
税
は
あ
ら
ゆ
る
流
通

段
階
に
課
せ
ら
れ
、
年
商
１

千
万
円
以
上
の
事
業
者
が
納

税
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
納
税
義
務
者
は
販
売
価

格
に
消
費
税
分
を
上
乗
せ

し
、
最
終
消
費
者
か
ら
預
か

る
形
で
税
務
署
に
納
め
る
と

い
う
建
前
だ
。
確
か
に
電
気

　

本
講
演
で
は
、「
放
射

線
」
を
用
い
た
画
像
診
断
と

放
射
線
治
療
に
関
し
て
、
わ

か
り
や
す
い
内
容
で
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
ず
、
放
射
線
の
正
し
い

知
識
に
つ
い
て
話
す
。
パ
ノ

ラ
マ
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
時
の

被
曝
量
は
デ
ン
タ
ル
撮
影
の

約
10
倍
だ
と
根
拠
も
な
く
言

っ
て
い
な
い
か
？
防
護
エ
プ

ロ
ン
は
必
要
か
？
原
発
事
故

後
の
福
島
に
は
住
め
な
い
の

か
？
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
癌

が
で
き
る
の
か
？
こ
れ
ら
を

理
解
す
る
た
め
に
、
よ
く
似

た
言
葉
の
「
放
射
線
」「
放

射
能
」「
電
磁
波
」「
エ
ッ
ク

ス
線
」
を
整
理
し
て
説
明

し
、
被
曝
に
つ
い
て
話
す
。

　

次
に
、
歯
科
・
口
腔
領
域

で
の
パ
ノ
ラ
マ
と
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た
画
像
診
断
に
つ
い
て
話

す
。
Ｃ
Ｔ
の
項
で
は
、
原
理

と
特
徴
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｄ

Ｃ
Ｔ
の
相
違
点
に
つ
い
て
説

明
す
る
。
そ
し
て
、
多
く
の

症
例
を
供
覧
し
、
画
像
診
断

に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
す
る
。

　

最
後
に
、
歯
科
・
口
腔
領

域
で
の
放
射
線
治
療
に
つ
い

て
話
す
。
口
腔
癌
の
放
射
線

治
療
の
方
法
、
治
療
成
績
、

お
よ
び
副
作
用
に
つ
い
て
話

し
、
口
腔
癌
の
放
射
線
治
療

を
受
け
た
患
者
の
治
療
時
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明

す
る
。

　

本
講
演
を
通
し
て
、
少
し

で
も
放
射
線
ア
レ
ル
ギ
ー
が

解
消
し
、
画
像
診
断
や
放
射

線
治
療
の
有
用
性
を
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
。

や
水
道
な
ど
の
公
定
料
金
で

は
、
価
格
に
税
分
を
上
乗
せ

し
最
終
消
費
者
に
転
嫁
で
き

る
。
し
か
し
、
デ
フ
レ
経
済

の
も
と
市
場
原
理
に
委
ね
ら

れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
価

格
競
争
を
強
い
ら
れ
、
利
益

を
確
保
す
る
た
め
に
は
仕
入

れ
業
者
に
値
下
げ
を
迫
り
、

人
件
費
を
下
げ
ざ
る
を
得
な

い
（
表
）。
価
格
競
争
力
の

弱
い
零
細
の
小
売
店
、
元
受

け
に
逆
ら
え
な
い
中
小
業

者
、
自
営
業
者
は
利
益
を
確

保
し
た
上
で
消
費
税
を
預
か

る
価
格
設
定
な
ど
で
き
ず
、

身
銭
を
切
っ
て
消
費
税
を
納

め
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。

滞
納
税
額
が
最
も
多
い
の
は

消
費
税
と
い
う
事
実
が
実
態

を
物
語
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
輸
出
業
者
に
は
消

費
税
が
還
付
さ
れ
る
。
そ
の

総
額
は
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
と

す
る
製
造
業
13
社
だ
け
で
も

約
１
兆
円
に
の
ぼ
る
。
一
部

の
輸
出
大
企
業
は
還
付
金
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
消
費

増
税
を
理
由
に
仕
入
れ
業
者

に
値
下
げ
を
迫
る
。
そ
の
分

利
益
は
膨
れ
上
が
る
。
こ
れ

が
経
団
連
が
消
費
増
税
を
求

め
る
理
由
で
あ
る
。

　

消
費
税
が
10
％
に
な
っ
た

こ
と
で
零
細
企
業
や
自
営
業

者
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

さ
ら
に
デ
フ
レ
は
加
速
す
る

だ
ろ
う
。
軽
減
税
率
や
ポ
イ

ン
ト
還
元
、
増
税
に
伴
う
景

気
対
策
と
い
う
ま
や
か
し
に

ご
ま
か
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
格
差
を
広
げ
、
国
が
弱

者
か
ら
税
金
を
む
し
り
取

る
、
そ
れ
が
消
費
税
の
本
質

な
の
だ
。

論論
点点

ジャーナリスト・斎藤貴男

弱者いじめる税制度

消費税増税が零細企業や自営業を潰し、　　
しかもデフレを加速させるというメカニズム

①消費税率５％の時代（とりあえず利益が出ていた場合）。
②10％への税率引き上げで、多くの人はこう捉えている。
③しかし、他との競争上、あるいは元請けと下請けの関係など
　から、増税分の値上げなど現実には許されない。または利益
　が出ないので廃業か倒産に追い込まれる。
④より弱い立場の者に負担を押しつけることで生き延びる。

（斎藤貴男作成）

100

（％）

90

80

①

コスト

利益 利益

消費税
消費税

消費税 消費税

コスト コスト コスト

② ③ ④

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
時
給
や
社
員
の

ボ
ー
ナ
ス
・
給
与
or
仕
入
業
者
へ
の

支
払
い

かなり過重
18％

やや過重
41％

適切
35％

少ない
5％

無回答１％

労
働
時
間 

６
割
が「
過
重
」

②

「
開
業
歯
科
医
の

「
開
業
歯
科
医
の

働
き
方
」　

働
き
方
」　

  査査
調調

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
池
田
市
室
町

【
最
寄
駅
】
阪
急
「
池
田
」

駅【
設
備
】
チ
ェ
ア
（
左
右
兼

用
）
１
台
、
パ
ノ
ラ
マ
、
歯

科
器
材
付

【
面
積
】
51
㎡

【
金
額
】
１
９
０
万
（
応
談
）

【
そ
の
他
】
家
賃
12
・
５

万
。
駅
出
口
す
ぐ
の
ビ
ル
３

階
。

【
連
絡
先
】
０
８
０
―
８
５

３
７
―
７
３
１
８

労働時間の過重感


